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高
橋
大
市
長
は
定
例
会

日
月
2
8
日
、
所
信

で
　
「
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
た
め
、
（
証

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

ス
）
　
の
導
入
を
進

と
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
、
休
日
や
夜

間
に
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
や

印
鑑
登
録
証
明
な
ど
の
書

類
が
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
2
9
年
1
0

月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
始

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
に

関
し
て
は
平
成
2
4
年
1
2
月

定
例
会
に
て
、
青
山
ゆ
た

か
が
一
般
質
問
で
提
案
し

て
い
ま
す
。

最
終
日
の
1
2
月
1
4
日
、
2
8
年
度

の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
　
（
第
4

号
）
　
8
億
4
5
0
万
円
を
出
席
者
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
累
計
額

は
5
2
5
億
8
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費

【
8
4
5
2
万
円
】

保
育
単
価
の
上
昇
に
伴
い
保
育
施
設

に
支
払
う
負
担
金
の
増
額
補
正

●
農
業
経
営
支
援
事
業
【
8
3
0
1
万
円
】

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
績
増
加
に

伴
う
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金

の
増
額
な
ど

●
増
田
の
ま
ち
な
み
振
興
事
業

【
5
5
9
万
円
】

I
R
東
日
本
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
達

携
し
、
観

光
客
の
二

次
交
通
を

強
化
す
る

た
め
の
委

託
料

▲
増
田
の

ま
ち
な
み

公
菓
施
設
の
課
題
を
徹
底
議
論
！

～
公
共
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
～

市
が
財
産
経
営
推
進
計
画
　
（
F
M
計
画
）
　
を
す
す

め
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
9
月
2
3
日
に
「
公
共
施

設
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
　
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
公
共
施
設
の
適
正
管
理
や

有
効
活
用
な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
設
置

期
間
は
約
1
年
　
（
任
期
満
了
ま
で
）
　
で
す
。

（
委
員
長
）
　
佐
藤
清
春
　
（
副
委
員
長
）
　
佐
藤
誠
洋

（
委
　
員
〉
菅
原
恵
悦
、
佐
々
木
喜
一
、
土
田
祐
輝
、
高
橋
和
樹
、

青
山
豊
、
菅
原
正
志
、
立
身
万
千
子
　
（
議
席
順
・
敬
称
略
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
、
泰
格
実

1
2
月
定
例
会
か
ら
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
本
格
実

施
が
始
ま
り
ま
し
た
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
は
県
内
で
は
五

城
目
町
議
会
に
次
い
で
二
番

目
と
な
り
ま
す
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
も
と

よ
り
、
議
会
・
行
政
資
料
や

情
報
の
提
供
・
共
有
に
お
け

る
迅
速
化
、
市
民
へ
の
説
明

ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用
な
ど

議
会
活
動
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。


